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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,機能：シントロフィンを介してジストロフィン/ユートロフィンネットワークを微小管フィラメントに結び付けると考えられています。DMDまたはUTRNのリン酸化は、関連タンパク質に対するそれらの親和性を調節する可能性があります。精子細胞の成熟において、多タンパク質複合体で機能します。TRAF6と複合体を形成することでマクロファージにおけるリポ多糖誘導性IL-12合成を制御し、TRAF6 NF-κBの活性化を阻害します。,PTM：リン酸化され、ユビキチン化されます。N末端ユビキチン化は、プロテアソームを介したタンパク質分解によってMAST2の分解につながります。N末端リン酸化はユビキチン化の前提条件であると考えられます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 AGC Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。, 類似性: AGC キナーゼ C 末端ドメインを 1 つ含む。, 類似性: PDZ (DHR) ドメインを 1 つ含む。, 類似性: タンパク質キナーゼドメインを 1 つ含む。, 細胞内局在: PC-LKC との相互作用により膜下領域にリクルートされる。, 組織特異性: 精巣に豊富。, 触媒活性: ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。, 補因子: マグネシウム。, 機能: シントロフィンを介してジストロフィン/ユートロフィンネットワークを微小管フィラメントに結び付けると考えられています。DMD または UTRN のリン酸化は、関連するタンパク質に対する親和性を調節する可能性があります。精子細胞の成熟において、多タンパク質複合体として機能します。 TRAF6と複合体を形成することでマクロファージにおけるリポ多糖誘導性IL-12合成を制御し、TRAF6 NF-κBの活性化を阻害します。,PTM：リン酸化およびユビキチン化されます。N末端ユビキチン化は、プロテアソームを介したタンパク質分解によってMAST2の分解を引き起こします。N末端リン酸化はユビキチン化の前提条件であると考えられます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：AGCキナーゼC末端ドメインを1つ含みます。,類似性：PDZ（DHR）ドメインを1つ含みます。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含みます。,細胞内局在：PC-LKCとの相互作用により膜下領域にリクルートされます。,組織特異性：精巣に豊富に存在します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MAST2抗体を用いたJurkat細胞、293細胞、およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MAST2 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	MAST205ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

